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No. ４４３
平成 30 年５月

行
事
予
定

碩
心
会　
総 

会

　

日
時　

５
月
22
日
（
火
）
開
会
15
時

　

場
所　

逗
子
交
流
セ
ン
タ
ー
第
２
、
第
３
会
議
室

神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
25
日
（
金
）
開
会
10
時

　

場
所　

小
田
原
市
民
会
館

第
27
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
青
少
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
10
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

藤
沢
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

碩
心
会
温
習
会

　

日
時　

６
月
23
日
（
土
）
開
会
10
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

岳
風
忌

　

日
時　

７
月
１
日(

日)　
場
所 

諏
訪
地
蔵
寺

第
６
回
全
国
俳
諧
歌
吟
詠
大
会

　

日
時　

７
月
２
日(

月)

　

場
所　

諏
訪
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

第
64
回 

夏
季
吟
道
大
学
講
座

　

日
時　

７
月
21
日
（
土
）
開
会
10
時

　
　
　
　

７
月
22
日
（
日
）
開
会
９
時
30
分

　

場
所　

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
東
京

全
国
青
年
吟
道
大
会

　

日
時　

８
月
４
日
（
土
）
開
会
11
時

　

場
所　

小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ

碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座

　

日
時　

８
月
18
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

秋
季
審
査
会

　

日
時　

９
月
15
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

第
１
２
９
回 

全
国
吟
道
大
会

　

日
時　

９
月
23
日
（
日
）

　

場
所　

名
古
屋
国
際
会
議
場

神
静
地
区
吟
道
講
座

　

日
時　

９
月
30
日
（
日
）

　

場
所　

三
島
市
民
文
化
会
館

こ
の
頃 

思
う
こ
と

　
　
　
　

 　
　

青
少
年
部
長　

加
藤 

岳
美

　

昨
年
は
碩
心
会
創

立
80
周
年
大
会
も
、

会
長
始
め
会
員
皆
様

の
ご
努
力
で
立
派
に

成
功
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
も
教
務
部
、
葉

山
地
区
長
、
青
少
年
部
長
と
歴
任
し
ま
し
た
が
、
何
れ

の
部
門
も
一
生
懸
命
計
画
し
案
を
練
り
実
行
す
れ
ば
そ

の
成
果
は
現
れ
る
も
の
で
す
。
私
も
平
成
26
年
に
青
少

年
部
長
と
し
て
、
副
部
長
と
共
に
毎
月
学
校
へ
の
「
吟

道
」
の
配
布
、
南
郷
中
学
校
の
生
徒
と
詩
吟
で
の
体
験

学
習
、年
一
回
の
神
奈
川
岳
風
連
合
の
青
少
年
大
会
等
、

微
力
な
が
ら
普
及
活
動
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
な
か
な

か
成
果
が
出
ず
、
努
力
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
幸

い
碩
心
会
の
青
少
年
の
会
員
数
も
各
支
部
の
指
導
者
、

会
員
の
ご
尽
力
に
よ
り
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
事
に

感
謝
す
る
次
第
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
一
人
入
会
さ
せ

る
事
が
、
ど
れ
程
大
変
か
身
を
も
っ
て
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
以
前
に
も
「
碩
心
」
に
書
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
ま
ず
身
内
か
ら
の
呼
び
か
け
に
心
す
る
事

が
早
道
か
と
思
う
次
第
で
す
。

　

神
奈
川
岳
風
連
合
会
の
組
織
の
中
で
、
他
会
の
青
少

年
部
の
担
当
者
と
の
交
流
会
が
あ
り
、
各
々
の
会
の
活

動
状
況
の
情
報
を
聞
き
と
て
も
参
考
に
な
り
、
勉
強
に

な
り
有
難
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
大
会
で
は
子

ど
も
た
ち
の
若
さ
漲
る
吟
声
、
応
援
す
る
会
場
の
皆
さ

ん
の
声
援
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
先
日
喜
寿
の
祝
い
の
同
窓
会
の
通
知
を
も
ら

い
、
自
分
の
年
齢
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
支

部
長
も
兼
任
し
て
お
り
ま
す
が
、
無
理
を
せ
ず
健
康
に

留
意
し
、
一
日
一
日
を
無
事
に
過
ご
す
事
が
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
年
明
け
の
気
持
ち
を
新
た
に
、
１
月
２

日
の
葉
山
地
区
の
行
事
で
あ
る
森
戸
神
社
の
奉
納
吟
、

ま
た
、
５
日
に
は
葉
山
町
新
春
の
集
い
で
の
、
葉
山
空

手
協
会
の
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
大
き
な
声
で

元
気
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
宅
の
窓
か
ら
清
々
し
い
雄
大
な
富
士
の
姿
を
眺
め

な
が
ら
、
毎
日
健
康
で
吟
道
活
動
が
出
来
れ
ば
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。
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（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

少
年
（
２
名
）　　
　
　
　
　
　
　

　

 

187 

重
田
す
ず
（
少
７
級
）　

188 

永
井
翔
太
（
少
３
級
）

初
段
（
５
名
）　 
204 
石
川
昌
子 

205 

吉
見
恵
里

 

206 

片
山
令
子　

 
207 
岩
本
清
司 

208 

鈴
木
君
栄

二
段
（
10
名
）　 

185 
吉
田
朋
之
進 

186 

澤
木
翔
太　

　

 

192 

井
上
君
枝　

 

193 

大
門
鋼
作 
194 

村
上
日
出
子

 

195 

宇
治
田
光
代 

197 

林　

初
代 
198 
佐
野
司
郎

　

 

199 

翁
川
良
一　

 

201 

川
添
富
子

初
伝
（ 

11 

名
）　 

176 

守
屋
允
泉 

177 

徳
永
邦
泉　

 

　

 

178 

徳
永
幸
泉　

 

179 

池
田
和
泉 

180 

吉
田
昌
泉

　

 

181 

鍋
田
敏
泉 

183 

福
原
時
泉  

184 

桑
原
昭
泉

　

 

189 

鈴
木
崇
泉　

 

190 

安
西
信
泉 

191 

野
津
英
泉

三
段
（
６
名
）　 

168 

北
村
淑
泉 

169 

日
比
廣
泉

　

 

171 

田
中
友
泉　

 

172 

八
木
澤
臣
泉 

173 

小
峰
昭
泉

　

 

174 

小
峰
桜
泉

四
段
（
５
名
）　 

159 

増
田
悦
泉　

 

163 

吉
村
健
泉

　

 

165 

山
藤
寛
泉　

 

166 

平
泉
廣
泉　

 

167 

藏
重
千
泉

中
伝
（
３
名
）　 

148 

作
山
光
山 

150 

小
林
文
山

　

 

151 

清
水
翠
山

五
段
（
５
名
）　 

135 

山
川
蒼
山　

 

136 

佐
々
木
康
山

  

138 

三
並
蒼
山　

 

139 

結
城
翔
山　

 

140 

岩
田
文
山

六
段
（
５
名
）　 

129 

本
多
菊
山　

 

130 

荒
井
洋
山

　

 

131 

山
田
眞
山　

 

132 

伊
藤
茜
山　

 

134 

寺
山
紀
山

昇
伝
段
位
認
許

奥
伝
（
６
名
）　 

121 

吉
田
真
風 

122 

常
盤
仙
風

 

123 

加
藤
典
風　

 

125 

亀
井
水
風　

 

126 

吉
田
桜
風

　

 

127 

伊
藤
洋
風

七
段
（
６
名
）　 

111 

永
田
静
風　

 

112 

村
田
一
風

　

 

113 

加
藤
茗
風　

 

115 

中
山
辰
風　

 

116 

村
上
遙
風

　

 

117 

古
敷
谷
江
風

八
段
（
６
名
） 

15 

山
﨑
勝
風 

101 

鈴
木
康
風

　

 

102 

今
原
幸
風　

 

104 

畠
中
潤
風 

105 

矢
嶋
敏
風

　

 

106 

斉
藤
悠
風

　

桜
の
蕾
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
穏
や
か
な
春
の
一
日
、

定
例
と
な
っ
た
審
査
会
は
緊
張
の
中
開
始
さ
れ
た
。

　

今
回
の
春
季
審
査
会
よ
り
許
證
申
請
基
準「
履
修
期
」

が
早
く
な
っ
た
為
、
受
審
者
が
多
数
に
な
り
、
大
会
議

室
と
第
１
、
第
２
集
会
室
の
２
カ
所
に
分
か
れ
開
催
さ

れ
た
。

受
審
さ
れ
た
方
々
の
感
想
（
４
名
）

◇
初
段　
真
名
瀬
支
部　
吉
見
恵
里

　

初
め
て
の
審
査
会
で
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、「
練

習
し
て
き
た
以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
開
き
直
り

全
て
を
出
し
切
り
ま
し
た
。
審
査
会
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
で
き
る
の
で
、
と
て
も
有
意
義
だ
と
思
い
ま

す
。
上
段
位
の
方
々
の
吟
を
聞
い
て
自
分
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

と
思
い
ま
し
た
が
、
先
生

の
教
え
を
自
分
の
も
の
に
し
て
、
気
持
ち
良
く
吟
じ
ら

春
季
審
査
会

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

◇
三
段　
　
国
際
村
支
部　
小
峰
桜
泉

　

先
輩
方
の
詩
吟
を
聞
き
、
も
っ
と
聞
き
た
い
と
思
い

軽
い
気
持
ち
で
入
会
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
音
痴
で
人

前
で
声
を
出
す
事
の
な
か
っ
た
私
で
す
の
で
、
節
回
し

を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
先
生
方
の
丁
寧
な
ご

指
導
と
、
仲
間
の
方
々
と
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
２
年
程
過
ぎ
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
三
段

を
受
審
す
る
事
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
奥
伝　
紫
陽
花
支
部　
吉
田
桜
風

　

奥
伝
は
新
た
に
書
き
取
り
の
審
査
が
加
わ
り
、
練
習

の
た
め
書
い
て
覚
え
ま
し
た
が
、と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

書
く
事
で
吟
を
映
像
と
し
て
目
に
焼
き
付
け
、
本
番
に

は
そ
の
映
像
を
思
い
出
し
て
書
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

文
字
を
書
く
機
会
の
少
な
い
現
代
、
と
て
も
新
鮮
で
、

詩
吟
は
心
も
体
も
活
性
化
し
て
く
れ
ま
す
。
諸
先
輩
方

の
お
元
気
な
の
は
詩
吟
に
あ
っ
た
の
で
す
ね
！ 

一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
詩
吟
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◇
皆
伝　
東
伏
見
支
部　
　
田
邊
無
岳

　

春
本
番
の
日
、
未
聞
の
80
名
以
上
の
受
審
者
に
交
じ

り
、
皆
伝
の
受
審
者
３
名
は
後
期
高
齢
者
、
３
年
ぶ
り

の
審
査
に
挑
戦
し
た
。
長
時
間
関
わ
っ
た
先
生
方
に
は

感
謝
あ
る
の
み
。
私
的
に
は
入
会
時
目
標
を
皆
伝
に
定

め
、
今
回
は
数
カ
月
に
亘
り
、
毎
晩
灰
色
の
脳
細
胞
を

チ
ョ
コ
で
活
性
化
し
、
ベ
ッ
ド
で
太
り
気
味
の
腹
の
上

に
全
文
を
指
で
な
ぞ
り
暗
記
し
、
健
診
で
血
糖
値
の
急

上
昇
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
心
地
良
い
脱
力
感
を
味
わ
っ

て
い
る
。
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初
め
て
参
加
し
て　
　
　

滝
の
坂
支
部　

坂
上 

城
岳

門
を
叩
い
た
と
い
う
極
め
て
不
純
な
動
機
か
ら
で
し

た
。

　

し
か
し
苦
労
し
な
が
ら
昇
段
試
験
を
受
け
続
け
る
う

ち
に
、吟
の
奥
深
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
は
入
会
当
時
と
は
全
く
違
っ
た
気
構
え
で
、
往
復
３

時
間
以
上
を
か
け
て
教
場
に
通
い
、
詩
吟
を
続
け
て
来

ら
れ
た
こ
と
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
初
め
て
の
皆
伝
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
さ

す
が
に
皆
さ
ん
の
味
の
あ
る
吟
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
私
も
皆
伝
会
へ
の
入
会
を
認
め
ら
れ
た
以
上
、

一
層
練
習
に
励
み
、
お
お
い
に
詩
吟
を
楽
し
み
た
い
と

決
意
い
た
し
た
次
第
で
す
。

第
１
回
全
国
特
別
維
持
会
員
吟
道
大
会

碩
心
会
皆
伝
会 

吟
の
集
い

 
 

　

平
成
30
年
２
月
24
日
（
土
）

 
 

　

葉
山
港
湾
管
理
事
務
所
３
Ｆ

継
続
は
力
な
り

　
　
　
　

 　
　
　

酔
吟
支
部　

大
塚 

翔
岳

　

た
だ
、
ひ
た
す
ら
続
け

て
き
た
結
果
で
し
ょ
う
か
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
漢
詩
、

和
歌
、
俳
句
な
ど
は
別
世

界
の
も
の
で
し
た
が
、
あ

る
時
、
先
輩
に
誘
わ
れ
て

居
酒
屋
の
２
階
に
上
が
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、そ
こ
が
、

詩
吟
教
室
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
10
数
年
、
声
を
出
す
こ
と
は
好
き
で
も
、

詩
の
内
容
を
理
解
し
、情
感
を
表
現
し
吟
ず
る
こ
と
は
、

大
変
難
し
い
こ
と
で
「
声
は
出
て
い
る
が
、
表
情
が
な

い
よ
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
、
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
稽
古
日
に
皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
、
継
続
し
て
き
た
結
果
と
し
て
、
皆
伝
を
頂

け
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。
今
後
と
も
日
々
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
１
日
付
皆
伝
位
を

頂
き
、
今
回
皆
伝
以
上
の
高
段

者
の
集
い
に
出
吟
致
し
ま
し

た
。
二
番
手
で
些
か
緊
張
の
面

持
ち
で
「
新
年
祝
い
の
詩
」
を

詠
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
16
日
が
旧
暦
の
元

旦
だ
っ
た
の
で
、
時
を
選
び
ま
た
、
新
た
な
出
発
の
意

義
を
止
め
ま
し
た
。
さ
す
が
先
輩
方
の
吟
は
皆
、
心
の

籠
っ
た
立
派
な
も
の
で
、
私
の
こ
れ
か
ら
の
精
進
の
糧

に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

憶お
も
え
ば
14
年
の
入
会
以
来
丁
度
15
年
、
上
村
先
生
始

め
、
多
く
の
先
輩
諸
賢
の
ご
指
導
に
よ
り
、
今
日
を
迎

え
た
こ
と
は
感
慨
一
入
の
想
い
で
御
座
い
ま
す
。
19
年

の
全
国
吟
道
沖
縄
大
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
実
は

沖
縄
に
は
転
勤
で
３
年
程
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
近
く
に
首
里
城
ゆ
か
り
の
城
岳
公
園
が
あ
っ
た
の

で
す
。
こ
こ
は
葛
飾
北
斎
も
描
い
て
い
る「
琉
球
八
景
」

の
一
場
面
で
す
が
、
こ
れ
が
私
の
雅
号
の
由
来
で
す
。

詩
吟
と
の
出
会
い　
　
　
　

酔
吟
支
部　

今
井
重
岳

　

私
の
詩
吟
入
門
の
き
っ
か
け

は
、
特
に
詩
吟
に
興
味
が
あ
っ

た
わ
け
で
も
無
く
、
練
習
後
お

酒
を
楽
し
む
ら
し
い
と
の
噂
に

誘
わ
れ
て
蒲
田
の
行
谷
教
場
の

　

平
成
30
年
３
月
11
日
（
日
）
日
経
ホ
ー
ル
に
於
い
て

標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
全
国
各
地
か
ら
参

集
し
た
特
別
維
持
会
員
の
方
、
そ
の
他
会
員
、
一
般
入

場
者
で
満
席
。
こ
の
大
会
は
全
国
認
可
団
体
代
表
吟
道

大
会
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
が
今
年
、
新
た
に
出
吟

者
も
特
別
維
持
会
員
に
限
定
さ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
マ
イ
ク
無
し
、
伴
奏
な
し
で
の
真
剣
勝

負
ゆ
え
に
会
場
の
我
々
も
当
初
は
吟
者
の
気
持
ち
に
な

り
緊
張
気
味
。
大
山
岳
荘
理
事
長
の
明
治
天
皇
御
製
吟

詠
「
人
」
で
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
始
ま
っ
た
。「
独
吟
」

１
０
６
題
、「
連
吟
」
15
題
、「
合
吟
」
８
題
。
碩
心
会

を
代
表
し
て
髙
橋
岳
之
副
会
長
が
「
寒
梅
」（
新
島
襄
）

を
見
事
に
感
情
を
込
め
て
吟
じ
あ
げ
た
。

　

出
吟
者
は
高
齢
の
方
々
が
多
く
、
そ
の
真
摯
な
姿
に

感
動
。
こ
の
大
会
が
今
後
、
意
義
あ
る
素
晴
ら
し
い
大

会
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確
信
し
た
。　
　

伊
藤
岳
光
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30 年５月現在 会員数
逗子地区 １０６名
葉山地区 ８１名
合　　計 １８７名

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
言
わ
れ
る
今
、〝
健
康
長
寿
〟

実
現
の
た
め
に
「
詩
吟
」
は
最
高
の
趣
味
だ
と
思
い
ま
す
。

　

腹
式
呼
吸
で
朗
詠
す
る
為
、
内
蔵
の
働
き
を
良
く
し
体
調

編

集

後

記

を
整
え
、
背
筋
も
鍛
え
ら
れ
老
化
防
止
に

も
な
り
ま
す
。
幅
広
い
年
代
の
愛
好
者
と

交
友
す
る
こ
と
で
社
会
と
の
繋
り
も
得
ら

れ
、
日
々
楽
し
く
豊
か
に
過
ご
せ
ま
す
。

　

詩
吟
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ

る
知
識
や
言
葉
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い

魅
力
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

広
報
部

碩心 （せきしん）（ No. ４43）

会　員　の　う　ご　き
＊入会（3 月 1 日付）
　213  久

く ぜ

世健
けんいちろう

一郎 ( 真澄）逗子市久木
  紹介者　村上遙風
　214  片

かたやま

山寛
ひろこ

子（紫陽花）葉山町上山口　
  紹介者　遠藤千泉
＊退会者
　 67 大江晴美（幸和）  135  馬場奎子（篁風）
 143 上本里子（幸和）164 藤井チトセ（紫陽花） 
　 202 田代斐子（篁風）  203  坂本慎二（やよい）

　

文
を
読
み
き
れ
ば
次
の
言
葉
に
繋
が
っ
て
く
る
。

＊
余
韻
は
母
音
に
返
し
、
し
っ
か
り
止
め
る
。
先
生
方

　

の
講
義
を
聞
き
、
皆
と
吟
じ
て
み
て
、
ま
た
注
意
を

　

聞
い
て
吟
じ
て
み
る
。
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
い
つ
の

　

間
に
か
夢
中
で
声
を
出
し
て
い
る
自
分
が
い
た
。

　

詩
文
の
作
者
、
背
景
、
解
釈
等
も
詳
し
く
語
ら
れ
、

先
生
方
の
詩
吟
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
に
学
ぶ
と
こ
ろ
大

で
あ
っ
た
。
密
度
の
濃
い
一
日
の
高
揚
感
と
共
に
家
路

に
つ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

晶
風

之
を
楽
し
む
に
如
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

相
洋
支
部　

神
山 

凱
風

こ
の
度
、
お
陰
様
で
奥
伝
を

拝
受
致
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
10
月
に
入
会
し
て

か
ら
、５
年
目
で
す
。実
は「
学

研
」
と
い
う
出
版
社
に
勤
務

し
て
い
た
30
年
程
前
に
、
日
本
吟
道
学
院
の
横
須
賀
支

部
の
先
生
か
ら

指
導
を
受
け
、

平
成
５
年
に
七

段
位
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
定

年
の
１
年
前
に

体
を
壊
し
、
腰

部
脊
柱
管
狭
窄

症
で
２
回
手
術

を
受
け
、
今
は

回
復
し
て
二
本

杖
を
つ
き
元
気

に
生
活
し
て
い
ま
す
。
詩
吟
も
ず
っ
と
や
め
て
い
た

の
で
す
が
、
葉
桜
団
地
の
掲
示
板
を
見
て
、
碩
心
会

に
入
会
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
は
中
伝
位
か
ら
再
開
し
た
の
で
す
が
、
腰

が
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
所
為
か
、
お
腹
か
ら
声
を
出

す
腹
式
呼
吸
が
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
寝
な
が
ら
発

声
練
習
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
音
程
が
水
二
本
か
ら

五
～
六
本
ま
で
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
っ

た
く
頼
り
な
い
「
ふ
ら
ふ
ら
吟
」
で
す
が
、
80
歳
の

皆
伝
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
之こ
れ
を
知
る
者
は
之
を
学
ぶ
も
の
に
如し

か
ず
、
之

を
学
ぶ
者
は
之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
」
と
い
う
言

葉
が
好
き
で
す
。
こ
れ
は
詩
吟
に
つ
い
て
も
言
え
る

こ
と
で
、
只し
ら
く楽
を
し
て
い
て
は
「
楽
し
み
」
を
得
る

こ
と
は
で
き
出
来
ま
せ
ん
。
学
び
、
努
力
し
て
初
め

て
得
ら
れ
る
「
楽
し
み
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、

ま
た
、
何
処
か
で
。

  
８
回
目
と
な
る
こ
の
吟
道
講
座
は
、
平
成
30
年
３
月

４
日
横
須
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

市
民
ホ
ー
ル
は
１
２
２
名
の
参
加
者
で
満
席
。
碩
心
会

か
ら
も
43
名
が
参
加
し
た
。「
日
頃
の
鬱
憤
を
晴
ら
し
、

声
を
存
分
に
出
し
て
ス
カ
ッ
と
し
て
５
時
に
帰
っ
て
貰

い
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
講
座
が
始
ま
っ
た
。

第
一
講　

 

俳
諧
歌 「
子
を
思
ふ
」
一
茶

　

講
師　

 

神
奈
川
青
嵐
会
会
長　

村
島
岳
登
先
生

第
二
講　

 

漢
詩 

「
吉
野
に
遊
ぶ
」　

頼　

杏
平

　
　
　
　
　
　
　

 

「
己
亥
の
歳
」　

曹
松

　

講
師　

 

神
奈
川
誠
吟
会
顧
問　

臼
井
岳
琇
先
生

第
三
講　

 

俳
句 

「
菜
の
花
や
」　

蕪
村

　
　
　
　

 

和
歌 

「
身
は
た
と
ひ
」　

吉
田
松
陰

　

講
師　

 

碩
心
会
顧
問　

加
藤
岳
洵
先
生

第
四
講　

 

漢
詩
「
前
兵
児
の
謡
」　

頼　

山
陽

　

講
師　

 

翔
風
吟
道
会
相
談
役　

赤
羽
岳
頌
先
生

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
吟
じ
方
の
違
い
や
コ
ツ
を
、
先

生
方
ご
自
身
の
工
夫
や
実
践
を
交
え
て
、
ご
指
導
い
た

だ
い
た
。

＊
音
位
、
音
階
を
正
し
く
知
る
。(

上
げ
る
と
こ
ろ
は

　

上
げ
、
下
げ
る
と
こ
ろ
は
下
げ
る)　
そ
の
後
心
情

　

や
気
持
ち
を
込
め
て
自
分
の
吟
に
し
て
い
く
。

＊
吟
ず
る
と
き
の
自
分
な
り
の
注
意
点
を
持
っ
て
練
習

　

す
る
。

＊
リ
ズ
ム
感
が
な
い
と
声
は
張
れ
な
い
。

＊
基
本
は
大
事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
し
か
し

　

そ
の
ま
ま
で
は
面
白
く
な
い
。

＊
詩
吟
は
楽
し
む
こ
と
が
大
切
。
リ
ズ
ム
が
大
切
。
詩

相
州
岳
風
連
合
吟
道
講
座
に
参
加
し
て


